
フランス美術の愉しみ～パリの美術館めぐり (HA)

4月13日

パリはアートの街。いたるところで出会う大小さまざまな美術館は150を
超えるとか。そこから個性あふれる美術館を厳選し、歴史や建物の特色、

そして代表的な作品とともに紹介するのがこのシリーズ。
今回はその第一弾です。

講師：柴　勤　（元美術館学芸員）
土曜日　14時～15時30分　全6回

受講料：12,000円
要予約 定員9名

※日本語で行います。
※受講するには、札幌アリアンス・フランセーズの生徒登録が必要です。

参加ご希望の方は、札幌アリアンス・フランセーズ Tel：011-261-2771まで。
札幌市中央区南2条西5丁目10－2　サンワードFビル2階

クリュニー中世美術館「貴婦人と一角獣」
(15世紀末のタピスリー)
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ルーヴル美術館「モナリザ」
(1503‐1519年　レオナルド・ダ・ヴィンチ）
ロダン美術館「考える人」
(1881‐82年　オーギュスト・ロダン）
オランジュリー美術館「睡蓮の間」
(1914‐26年　クロード・モネ）
パリ市立プチパレ美術館「電気の精」
(1937年　ラウル・デュフィ）
ポンピドゥー・センター国立近代美術館「カフェ」
(1949年　藤田嗣治）


